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可
硯
小
蔵
巻
七

細
を
尋
ね
け
れ
ば
、
嶋
田
云
。
某
持
病
に
繍
あ
り
。
今
日
大
に
織
強
出

て
不
堪
苦
痛
。
此
故
に
癒
虫
を
突
殺
す
ぺ
し
と
存
宇
る
回
目
也
。
外
科

見
之
，
腸
大
に
出
た
り
と
て
腸
を
手
に
て
押
入
、
共
同
を
巻
て
薬
を

付
た
り
。
扱
一
式
様
は
、
成
程
療
治
叶
ぺ
し
、
少
も
集
建
無
之
と
去
。
島
・

問
外
科
陀
向
て
去
様
は
、
放
は
上
手
也
。
此
手
庇
に
て
は
不
可
死
、

養
生
に
も
締
出
す
ぺ
し
と
云
。
外
科
は
力
を
得
て
術
を
蓋
し
ぬ
。
島

闘
を
ぽ
養
生
の
内
番
人
を
附
、
万
脇
指
を
取
隠
し
置
た
り
。
或
時
番

人
の
透
を
考
へ
、
腹
巻
を
解
て
息
張
け
れ
ば
腸
悉
く
出
た
り
。
則
手

を
以
て
不
感
腸
を
探
出
し
絡
に
絶
た
り
。
刑
部
が
畿
を
以
て
主
計
頭

を
刺
殺
せ
し
も
.
我
事
故
と
存
巴
右
の
趣
と
相
見
た
り
。
此
趣
上
聞

に
建
し
所
領
被
召
上
候
。
是
一
説
也
。
叉
云
。
主
計
頭
女
を
刑
部
媒

に
て
、
嶋
田
越
中
息
へ
縁
組
を
相
定
る
所
に
.
主
計
頭
建
鑓
し
、
酒

井
山
城
守
重
隆
へ
約
諾
あ
り
。
依
之
刑
部
恨
に
思
ひ
主
計
顕
を
打
果

す
と
も
一
冨
。
山
城
守
貨
は
金
森
前
出
雲
守
息
・
な
る
を
‘
酒
井
雅
鶏
頭

忠
世
養
子
と
し
、
家
光
公
の
御
小
姓
に
被
召
使
候
所
、
寵
震
を
得
、

三
高
石
被
下
、
蛍
時
堀
岡
加
賀
守
正
盛
と
互
角
の
寵
臣
、
車
の
雨
輸

の
様
世
上
に
申
慣
候
。
依
之
主
計
頭
縁
者
に
成
た
る
と
も
云
也
。

一
、
石
蛇
の
事
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恒
川
七
兵
衛
存
知
の
方
に
、
踏
石
に
可
然
形
怠
る
石
あ
り
‘
所
佳
品
し

我
庭
の
踏
石
と
し
置
た
り
。
然
に
そ
の
石
人
も
不
v

踏
に
些
一
づ
L
動
く

事
あ
り
。
何
と
や
ら
ん
祭
味
悪
敷
石
と
て
、
踏
石
を
や
め
飛
石
の
内
に

並
置
け
り
。
少
し
く
ぽ
き
所
あ
り
て
.
水
を
そ
L
げ
ば
か
わ
く
事
な

し
。
初
め
の
内
は
祭
も
不
附
さ
し
置
た
る
が
、
試
院
ひ
た
と
水
を
涜

ぎ
見
る
に
、
烈
日
に

τも
不
乾
。
そ
れ
故
あ
る
時
、
そ
の
石
を
打
椋

き
見
候
へ
ば
、
中
陀
笠
尺
許
の
小
蛇
あ
り
。
捕
て
川
へ
拾
さ
せ
た
り
。

共
後
置
師
の
申
は
薬
剤
に
用
る
石
蛇
也
。
惜
し
き
事
に
て
川
へ
投
け

る
と
ぞ
申
け
る
。
蹄
尚

一
、
岩
岡
勘
右
衛
門
、
小
松
を
立
退
く

岩
田
…
勘
右
衛
門
勺
糊
諮
問
唱
小
松
よ
り
立
退
候
時
分
申
候
は
、
浅
井

駿
の
鎗
の
功
を
賞
せ
ら
れ
て
‘
丹
M
m

氏
の
家
臣
成
田
以
下
の
者
共
、

共
々
高
知
に
被
召
出
候
事
は
.
誠
に
左
も
可
有
之
事
に
存
候
。
此
方

よ
り
罷
出
候
水
締
胞
を
は
じ
め
、
拾
い
た
し
候
者
共
、
少
く
と
も
一
一
倍

の
加
増
は
可
被
下
候
所
K
.
今
何
の
儀
も
無
之
、
却
て
敵
の
方
の
者

ど
も
高
知
に
て
罷
出
候
て
は
.
不
商
目
事
共
に
候
間
立
退
申
候
回
日
申

候
て
、
上
方
筋
へ
参
申
候
。
共
後
年
序
を
経
候

τ立
蹄
り
、
他
閣
に

て
も
宜
欺
事
も
無
之
候
に
付
、
罷
蹄
候
皆
申
候
へ
ば
、
先
知
叉
被
下
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候
よ
し
。
誠
陀
寛
仁
の
御
政
と
可
申
候
。
守
護
曲

一
、
立
石
の
宮
の
石
の
根

質
州
中
嶋
の
近
所
、
立
石
の
宮
と
て
紳
枇
あ
り
。
共
枇
型
民
立
布
五

つ
あ
り
。
或
年
微
妙
公
の
御
意
に
て
、
近
越
の
百
姓
を
以
て
被
潟
掘

健
所
、
二
丈
迄
掘
候
へ
共
、
石
の
根
難
知
候
。
共
段
御
間
被
成
、
最

早
掘
申
間
敷
候
。
以
来
も
掘
不
申
様
に
と
被
仰
付
候
。
宮
崎
話

一
、
虎
石
と
月
を
字
め
る
大
石

金
津
御
城
中
鶴
の
丸
に
、
虎
石
と
て
虎
の
札
者
之
石
あ
り
。
叉
戸
室
山

陀
て
先
年
字
v
月
候
大
石
の
か
た
/
¥
も
、
御
披
内
へ
参
有
之
候
皆
o

mM問
戸
室
は
金
津
よ
り
束
に
あ
る
石
山
な
り
。
共
石
竪
貨
に
し
て
家

屋
の
用
に
備
て
茜
益
あ
り
。
御
披
盈
の
用
に
切
出
す
事
あ
り
し
に
.

先
年
間
間
助
三
郎
事
行
の
時
剛
一
畑
町
制
門
或
日
大
石
を
切
落
し
候
へ
ば
‘

さ
け
め
よ
り
光
台
の
畑
地
〈
事
茜
敷
、
石
工
を
始
候
て
人
夫
等
大
に
長

れ
、
地
に
臥
て
観
居
た
り
。
漸
々
に
光
も
散
じ
薄
く
成
候
へ
ぽ
、
共

光
の
形
三
日
月
の
さ
ま
に
み
え
て
、
絡
に
は
光
誼
」
も
盆
た
り
。
翌
日

見
候
へ
ば
、
共
光
の
る
と
石
に
の
と
り
て
.
初
御
と
し
て
月
の
形
を

.
成
し
た
り
。
共
以
後
奥
村
故
笠
岐
仰
木
下
順
庵
へ
被
酬
明
け
れ
ば
‘
大

石
字
v
月
と
申
俄
を
承
及
候
。
か
様
の
事
に
て
も
候
や
と
被
申
候
よ

可
観
小
寵
巻
七

i! 

し
o
棚
明
山
氏
余
此
事
を
聞
候

τ後
、
心
に
訟
き
て
考
ふ
れ
ど
も
字
v
月
の

事
未
見
賞
。
共
片
石
の
御
城
内
に
有
之
と
山
中
儀
も
、
此
度
初

τ承
る

故
記
子
此
。

一
、
松
蜜
公
の
般
鮪

一
万
藤
初
年
の
頃
、
若
狭
守
様
・
備
後
守
様
御
幼
少
の
内
者
、
勝
'
次
郎

殿
・
宮
五
郎
殿
と
‘
家
中
の
者
申
候
様
に
被
仰
付
置
候
。
或
時
於
御

途
中
、
向
よ
り
勝
次
郎
殿
被
矯
成
御
越
候
。
御
時
宜
役
岡
尻
宅
丞

脱
穀
鵠
畿
絞
町
議
議
抑
制
一
銭
綴
・
闘
御
先
よ
り
勝
次
郎
様
被
成
御

座
候
回
目
申
上
候
。
御
蹄
舘
の
後
被
仰
出
候
は
、
殺
て
勝
次
郎
殿
と
可

申
皆
被
仰
出
置
候
所
、
宅
丞
、
様
と
申
上
候
儀
不
都
合
の
儀
に
被
思
巴

召
候
。
新
昏
以
下
の
者
は
、
か
様
に
申
上
候
事
も
可
有
之
が
、
御
時

宜
役
も
相
動
候
者
に
は
、
不
相
憾
の
旨
念
度
被
仰
出
候
。
此
俄
承
候

て
或
者
物
語
仕
候
は
‘
一
花
繰
よ
り
以
前
の
儀
に
候
。
江
戸
に
て
御
途

中
迄
、
従
年
寄
中
御
用
の
儀
有
之
、
御
徒
武
部
貞
右
衛
門
と
申
者
を

以
て
、
申
上
候
趣
有
之
候
。
糊
一
切
蜘
附
加
一
弘
惚
目
指
剛
御
番
頭
迄
、
奥
村
笠

岐
殿
被
申
上
候
と
申
越
候
。
此
俄
御
聞
被
遊
侠
て
御
蹄
舘
の
後
、
御

徒
に
は
不
相
臆
成
申
様
に
候
。
受
岐
申
上
候
と
可
申
俄
に
候
。
無
調

法
至
極
に
思
召
候
僚
、
}
過
塞
可
申
付
回
日
被
仰
出
、
半
年
の
上
逼
塞
仕
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